
令和５年度 シラバス      愛媛県立新居浜南高等学校 

公民 

教 科 科 目 単位数 履修年次・選択群 履修区分 

公民 国際社会と日本 ２ ３年次・Ｉ２群 Ｊ２群 選択 

 

目   標 履修の条件・連絡 
 現代の日本や世界が抱えている時事的な問題について、広い視野
に立ち、多角的に事象を見る力を養うとともに、現代に生きる人間
としての在り方生き方について考え、良識ある公民として必要な資
質・能力と態度を育てる。 

・履修条件は特になし。 

使用教科書 

（出版社） 

2023 年度版ニュース検定公式テキスト 

「時事力」発展編（毎日教育総合研究所） 

副教材 

（準備物） 
なし 

学 

 

習 

 

の 

 

年 

 

間 

 

計 

 

画 

学期 月 学習内容（単元・項目） 学 習 の ね ら い 

１ 

 

学 

 

期 

 

４月 
 
 

５月 
 
 

６月 
 
 

７月 

「暮らし」について 
 
 
 
 
 
「社会・環境」について 
 

 

 

・急激に進行する日本社会の少子高齢化の現状と要因を多角的に
考察し、その解決に向けて進むべき方向を他国の事例を参考に
して考える。 

・社会保障について基本的な事項を確認し、超高齢社会の日本にお
ける社会保障の在り方について考える。 

・情報社会について確認し、キャッシュレス決済など情報通信技術
の進歩やその裏側に潜む危険性について考える。 

・防災について変化する対策を理解し、身近な地域の取組に注目さ
せる。 

 

２ 

 

学 

 

期 

９月 
 
 

10 月 
   
 

11 月 
 
 
 

12 月 

「政治」について 
 
 
 
 
 
 
 
「国際社会」について 

・選挙制度について、その仕組みを確認するとともに、政治参加の
方法について考える。 

・成人年齢の変更について確認するとともに、「18 歳成人」の課
題を考える。 

・日本国憲法に関する基本的事項を確認するとともに、その意義や
役割等について考える。・地方自治の現状と問題点を確認すると
ともに、地域活性化の在り方や手段、地域との関わりについて考
える。 

・冷戦終結後の世界の構造を確認し、日本の果たすべき役割を考え
る。 

・難民について確認し、難民との関わり方や支援の在り方などを考
える。 

・核軍縮など世界平和を考え、日本や私たちの果たすべき役割を考
える。 

３ 

学 

期 

１月 
 
 

２月 
 

３月 

「経済」について ・日本や世界の経済の現状を確認するとともに、望ましい世界規模
での経済成長の在り方について考える。 

・外国為替について基本的事項や変動要因を確認するとともに、そ
の変動が経済や私たちの生活に及ぼす影響を考える。 

・保護貿易と自由貿易について理解するとともに、望ましい貿易の
在り方を考える。 

・再生可能エネルギーの基本的な事項を確認し、私たちの生活とエ
ネルギー問題について考える。 

学 

 

習 

 

評 

 

価 

観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

規 
 

準 

 授業の内容に関心を
持ち、積極的に参加しよ
うとしているか。 
 諸課題を自身の身近
な問題としてとらえ、人
間としての在り方生き
方についての自覚を深
めようとしているか。 

 現代の社会と諸問題
対して関心を持ってい
るか。 
 社会の変化や様々な
考え方を公正に判断し
ているか。 

 自分なりの方法で、意
見を表現しているか。 

 諸資料を収集し、適切
に選択して活用できて
いるか。 
 作業的・体験的な学習
を通して、自分の考えを
表現しているか。 

 授業の内容が身に付
き、それらを自分のもの
として理解できている
か。 
 現代社会の基本的・基
本的な事項を理解し、そ
の知識を活用できるか。 

手 

段 

・授業中の態度の観察 
・ICT 機器の使用状況 

・授業中の応答の観察 
 

・作業学習の実施 
・統計や資料等の活用 

・定期考査の実施 
・問題演習の実施 

各学期や年間の学習状況の 

評価方法 

・定期考査を３分の２程度、平常点を３分の１程度の割合で評価する。 

・平常点は、授業態度や提出物の提出状況及びその内容とする。 

学習上 
の 

留意点 

・現代社会の基礎的・基本的な問題と人間としての在り方生き方に関わる基本的な事項を、分かりやすく
取り上げる。 

・ICT 機器を活用し、有用な情報を主体的に選択し活用して学び方を身に付けさせる。 
・生徒の応答を大切にし、意欲的に授業に取り組む雰囲気を作る。 

 


